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国
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的
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子
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取
の
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事
上
の
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に
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条
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こ
の
条
約
の
署
名
国
は
、

子
の
監
護
に
関
す
る
事
項
に
お
い
て
子
の
利
益
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
深
く
確
信
し
、

不
法
な
連
れ
去
り
又
は
留
置
に
よ
っ
て
生
ず
る
有
害
な
影
響
か
ら
子
を
国
際
的
に
保
護
す
る
こ
と
並
び
に
子
が
常
居
所
を
有

し
て
い
た
国
へ
の
当
該
子
の
迅
速
な
返
還
を
確
保
す
る
手
続
及
び
接
触
の
権
利
の
保
護
を
確
保
す
る
手
続
を
定
め
る
こ
と
を
希

望
し
、

こ
の
た
め
の
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
、
次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
章

条
約
の
適
用
範
囲

第
一
条

こ
の
条
約
は
、
次
の
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ａ

い
ず
れ
か
の
締
約
国
に
不
法
に
連
れ
去
ら
れ
、
又
は
い
ず
れ
か
の
締
約
国
に
お
い
て
不
法
に
留
置
さ
れ
て
い
る
子
の
迅

速
な
返
還
を
確
保
す
る
こ
と
。

 

一

 
 



ｂ

一
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
く
監
護
の
権
利
及
び
接
触
の
権
利
が
他
の
締
約
国
に
お
い
て
効
果
的
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と

を
確
保
す
る
こ
と
。

第
二
条

締
約
国
は
、
自
国
の
領
域
内
に
お
い
て
こ
の
条
約
の
目
的
の
実
現
を
確
保
す
る
た
め
、
全
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。
こ
の

た
め
、
締
約
国
は
、
利
用
可
能
な
手
続
の
う
ち
最
も
迅
速
な
も
の
を
用
い
る
。

第
三
条

子
の
連
れ
去
り
又
は
留
置
は
、
次
の
ａ
及
び
ｂ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
不
法
と
す
る
。

ａ

当
該
連
れ
去
り
又
は
留
置
の
直
前
に
当
該
子
が
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
個
人
、
施
設
又
は
他
の

機
関
が
共
同
又
は
単
独
で
有
す
る
監
護
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
。

ｂ

当
該
連
れ
去
り
若
し
く
は
留
置
の
時
に
ａ
に
規
定
す
る
監
護
の
権
利
が
共
同
若
し
く
は
単
独
で
現
実
に
行
使
さ
れ
て
い

た
こ
と
又
は
当
該
連
れ
去
り
若
し
く
は
留
置
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
当
該
権
利
が
共
同
若
し
く
は
単
独
で
現
実
に
行
使
さ
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。

ａ
に
規
定
す
る
監
護
の
権
利
は
、
特
に
、
法
令
の
適
用
に
よ
り
、
司
法
上
若
し
く
は
行
政
上
の
決
定
に
よ
り
、
又
は
ａ
に
規

 

二

 
 



定
す
る
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
法
的
効
果
を
有
す
る
合
意
に
よ
り
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

こ
の
条
約
は
、
監
護
の
権
利
又
は
接
触
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
直
前
に
い
ず
れ
か
の
締
約
国
に
常
居
所
を
有
し
て
い
た
子
に

つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
条
約
は
、
子
が
十
六
歳
に
達
し
た
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
条

こ
の
条
約
の
適
用
上
、

ａ

「
監
護
の
権
利
」
に
は
、
子
の
監
護
に
関
す
る
権
利
、
特
に
、
子
の
居
所
を
決
定
す
る
権
利
を
含
む
。

ｂ

「
接
触
の
権
利
」
に
は
、
一
定
の
期
間
子
を
そ
の
常
居
所
以
外
の
場
所
に
連
れ
て
行
く
権
利
を
含
む
。

第
二
章

中
央
当
局

第
六
条

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
に
よ
り
中
央
当
局
に
対
し
て
課
さ
れ
る
義
務
を
履
行
す
る
た
め
、
一
の
中
央
当
局
を
指
定
す
る
。

連
邦
制
の
国
、
二
以
上
の
法
制
を
有
す
る
国
並
び
に
自
治
権
及
び
領
域
的
管
轄
を
有
す
る
組
織
を
有
す
る
国
は
、
二
以
上
の

中
央
当
局
を
指
定
し
、
そ
の
権
限
が
及
ぶ
領
域
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
以
上
の
中
央
当
局
を
指
定
し
た
国
は
、
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申
請
が
自
国
内
の
適
当
な
中
央
当
局
に
移
送
さ
れ
る
よ
う
、
申
請
の
送
付
先
と
な
る
一
の
中
央
当
局
を
指
定
す
る
。

第
七
条

中
央
当
局
は
、
子
の
迅
速
な
返
還
を
確
保
し
、
及
び
こ
の
条
約
の
他
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
相
互
に
協
力
し
、
及
び
そ

れ
ぞ
れ
の
国
内
に
お
け
る
権
限
の
あ
る
当
局
の
間
の
協
力
を
促
進
す
る
。

特
に
、
中
央
当
局
は
、
直
接
に
又
は
仲
介
者
を
通
じ
て
、
次
の
事
項
を
目
的
と
し
て
、
全
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。

ａ

不
法
に
連
れ
去
ら
れ
、
又
は
留
置
さ
れ
て
い
る
子
の
所
在
を
特
定
す
る
こ
と
。

ｂ

暫
定
措
置
を
と
り
、
又
は
と
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
に
対
す
る
更
な
る
害
悪
又
は
利
害
関
係
者
に
対
す
る
不
利
益

を
防
止
す
る
こ
と
。

ｃ

子
の
任
意
の
返
還
を
確
保
し
、
又
は
問
題
の
友
好
的
な
解
決
を
も
た
ら
す
こ
と
。

ｄ

望
ま
し
い
場
合
に
は
、
子
の
社
会
的
背
景
に
関
す
る
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
。

ｅ

こ
の
条
約
の
適
用
に
関
連
す
る
自
国
の
法
令
に
つ
き
一
般
的
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

ｆ

子
の
返
還
を
得
る
た
め
の
司
法
上
若
し
く
は
行
政
上
の
手
続
を
開
始
し
、
又
は
当
該
手
続
の
開
始
に
つ
い
て
便
宜
を
与

え
る
こ
と
、
及
び
適
当
な
場
合
に
は
接
触
の
権
利
に
つ
い
て
内
容
を
定
め
、
又
は
効
果
的
な
行
使
を
確
保
す
る
よ
う
に
取
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り
計
ら
う
こ
と
。

ｇ

状
況
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
法
律
に
関
す
る
援
助
及
び
助
言
（
弁
護
士
そ
の
他
法
律
に
関
す
る
助
言
者
の

参
加
を
含
む
。
）
を
提
供
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
提
供
に
つ
い
て
便
宜
を
与
え
る
こ
と
。

ｈ

子
の
安
全
な
返
還
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
か
つ
適
当
な
行
政
上
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

ｉ

こ
の
条
約
の
実
施
に
関
す
る
情
報
を
常
に
相
互
に
通
報
し
、
及
び
こ
の
条
約
の
適
用
に
対
す
る
障
害
を
可
能
な
限
り
除

去
す
る
こ
と
。

第
三
章

子
の
返
還

第
八
条

監
護
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
子
が
連
れ
去
ら
れ
、
又
は
留
置
さ
れ
た
と
主
張
す
る
個
人
、
施
設
又
は
他
の
機
関
は
、
当
該
子

の
常
居
所
の
中
央
当
局
又
は
他
の
締
約
国
の
中
央
当
局
に
対
し
、
当
該
子
の
返
還
を
確
保
す
る
た
め
の
援
助
の
申
請
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

当
該
申
請
に
は
、
次
の
も
の
を
含
め
る
。

ａ

申
請
者
、
子
及
び
当
該
子
を
連
れ
去
り
、
又
は
留
置
し
て
い
る
と
さ
れ
る
者
の
特
定
に
関
す
る
情
報
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ｂ

可
能
な
場
合
に
は
、
子
の
生
年
月
日

ｃ

申
請
者
が
子
の
返
還
を
請
求
す
る
根
拠

ｄ

子
の
所
在
及
び
子
と
共
に
所
在
す
る
と
推
定
さ
れ
る
者
の
特
定
に
関
す
る
全
て
の
入
手
可
能
な
情
報

当
該
申
請
に
次
の
も
の
を
添
付
し
、
又
は
当
該
申
請
を
次
の
も
の
に
よ
り
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｅ

関
係
す
る
決
定
又
は
合
意
の
写
し
で
あ
っ
て
、
証
明
を
受
け
た
も
の

ｆ

子
が
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
の
関
係
法
令
に
関
す
る
証
明
書
又
は
宣
誓
供
述
書
で
あ
っ
て
、
当
該
国
の
中
央
当
局
そ

の
他
の
権
限
の
あ
る
当
局
又
は
資
格
を
有
す
る
者
が
作
成
し
た
も
の

ｇ

そ
の
他
の
関
係
文
書

第
九
条

前
条
に
規
定
す
る
申
請
を
受
領
し
た
中
央
当
局
は
、
子
が
他
の
締
約
国
に
現
に
所
在
す
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
理
由
が
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
申
請
を
当
該
他
の
締
約
国
の
中
央
当
局
に
直
接
か
つ
遅
滞
な
く
移
送
し
、
要
請
を
行
っ
た
中
央
当
局
又
は
申

請
者
に
対
し
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。

第
十
条
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子
が
現
に
所
在
す
る
国
の
中
央
当
局
は
、
当
該
子
が
任
意
に
返
還
さ
れ
る
よ
う
全
て
の
適
当
な
措
置
を
と
り
、
又
は
と
ら
せ

る
。

第
十
一
条

締
約
国
の
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
子
の
返
還
の
た
め
の
手
続
を
迅
速
に
行
う
。

関
係
す
る
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
が
当
該
手
続
の
開
始
の
日
か
ら
六
週
間
以
内
に
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
申
請
者
は
、
遅
延
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
し
、
要
請
を
受
け
た
国
の
中
央
当
局

は
、
自
己
の
職
権
に
よ
り
又
は
要
請
を
行
っ
た
国
の
中
央
当
局
が
求
め
る
と
き
は
、
遅
延
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
要
求

す
る
権
利
を
有
す
る
。
要
請
を
受
け
た
国
の
中
央
当
局
は
、
そ
の
要
求
へ
の
回
答
を
受
領
し
た
と
き
は
、
当
該
回
答
を
要
請
を

行
っ
た
国
の
中
央
当
局
又
は
申
請
者
に
転
送
す
る
。

第
十
二
条

子
が
第
三
条
の
規
定
の
意
味
に
お
い
て
不
法
に
連
れ
去
ら
れ
、
又
は
留
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
子
が
現
に
所

在
す
る
締
約
国
の
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
が
手
続
を
開
始
し
た
日
に
お
い
て
当
該
子
の
不
法
な
連
れ
去
り
又
は
留
置
の
日
か

ら
一
年
が
経
過
し
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
直
ち
に
、
当
該
子
の
返
還
を
命
ず
る
。
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司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
前
項
に
規
定
す
る
一
年
が
経
過
し
た
後
に
手
続
を
開
始
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
子
が
新
た

な
環
境
に
適
応
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
当
該
子
の
返
還
を
命
ず
る
。

要
請
を
受
け
た
国
の
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
子
が
他
の
国
に
連
れ
出
さ
れ
た
と
信
ず
る
に
足
り
る
理
由
が
あ
る
場
合

に
は
、
当
該
子
の
返
還
の
た
め
の
手
続
を
中
止
し
、
又
は
当
該
子
の
返
還
の
申
請
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
要
請
を
受
け
た
国
の
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
子
の
返
還
に
異
議
を
申
し
立
て
る
個

人
、
施
設
又
は
他
の
機
関
が
次
の
い
ず
れ
か
の
こ
と
を
証
明
す
る
場
合
に
は
、
当
該
子
の
返
還
を
命
ず
る
義
務
を
負
わ
な
い
。

ａ

子
を
監
護
し
て
い
た
個
人
、
施
設
又
は
他
の
機
関
が
、
連
れ
去
り
若
し
く
は
留
置
の
時
に
現
実
に
監
護
の
権
利
を
行
使

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
連
れ
去
り
若
し
く
は
留
置
の
時
以
前
に
こ
れ
に
同
意
し
て
い
た
こ
と
又
は
連
れ
去
り
若
し
く
は

留
置
の
後
に
こ
れ
を
黙
認
し
た
こ
と
。

ｂ

返
還
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
が
心
身
に
害
悪
を
受
け
、
又
は
他
の
耐
え
難
い
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
重
大
な
危

険
が
あ
る
こ
と
。

司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
子
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
を
拒
み
、
か
つ
、
そ
の
意
見
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
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年
齢
及
び
成
熟
度
に
達
し
て
い
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
子
の
返
還
を
命
ず
る
こ
と
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
こ
の
条
に
規
定
す
る
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
当
た
り
、
子
の
社
会
的
背
景
に
関
す
る
情

報
で
あ
っ
て
当
該
子
の
常
居
所
の
中
央
当
局
そ
の
他
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
も
の
を
考
慮
に
入
れ
る
。

第
十
四
条

要
請
を
受
け
た
国
の
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
第
三
条
の
規
定
の
意
味
に
お
い
て
不
法
な
連
れ
去
り
又
は
留
置
が
あ
っ

た
か
否
か
を
確
認
す
る
に
当
た
り
、
子
が
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
の
法
令
及
び
司
法
上
又
は
行
政
上
の
決
定
（
当
該
国
に
お

い
て
正
式
に
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
。
）
を
、
当
該
法
令
に
関
す
る
証
明
の
た
め
又
は
外
国
の
決
定
の

承
認
の
た
め
に
適
用
さ
れ
る
特
定
の
手
続
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
こ
れ
に
よ
る
こ
と
な
く
、
直
接
に
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
五
条

締
約
国
の
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
子
の
連
れ
去
り
又
は
留
置
が
第
三
条
の
規
定
の
意
味
に
お
い
て
不
法
な
も
の
で
あ

る
と
の
決
定
又
は
判
断
を
申
請
者
が
当
該
子
が
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
に
お
い
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
当
該
子

の
返
還
を
命
ず
る
前
に
、
当
該
申
請
者
に
対
し
当
該
決
定
又
は
判
断
を
得
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
締
約
国
の
中
央
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当
局
は
、
申
請
者
が
当
該
決
定
又
は
判
断
を
得
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
援
助
す
る
。

第
十
六
条

子
が
自
国
に
連
れ
去
ら
れ
、
又
は
自
国
に
お
い
て
留
置
さ
れ
て
い
る
締
約
国
の
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
当
該
子
が
第

三
条
の
規
定
の
意
味
に
お
い
て
不
法
に
連
れ
去
ら
れ
、
又
は
留
置
さ
れ
て
い
る
旨
の
通
知
を
受
領
し
た
後
は
、
こ
の
条
約
に
基

づ
い
て
子
が
返
還
さ
れ
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
又
は
こ
の
条
約
に
基
づ
く
申
請
が
当
該
通
知
を
受
領
し
た
後
合
理
的
な

期
間
内
に
行
わ
れ
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
、
監
護
の
権
利
に
つ
い
て
の
本
案
の
決
定
を
行
わ
な
い
。

第
十
七
条

要
請
を
受
け
た
国
に
お
い
て
監
護
に
関
す
る
決
定
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
又
は
当
該
国
に
お
い
て
当
該
決
定
が
承
認
さ
れ

得
る
と
い
う
事
実
の
み
を
も
っ
て
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
子
の
返
還
を
拒
む
根
拠
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
要
請
を

受
け
た
国
の
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
に
当
た
り
、
当
該
決
定
の
理
由
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条

こ
の
章
の
規
定
は
、
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
が
有
す
る
い
つ
で
も
子
の
返
還
を
命
ず
る
権
限
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な

い
。
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第
十
九
条

こ
の
条
約
に
基
づ
く
子
の
返
還
に
関
す
る
決
定
は
、
監
護
の
権
利
に
つ
い
て
の
本
案
の
判
断
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
条

第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
子
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
要
請
を
受
け
た
国
に
お
け
る
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
に
関
す

る
基
本
原
則
に
よ
り
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章

接
触
の
権
利

第
二
十
一
条

接
触
の
権
利
に
つ
い
て
内
容
を
定
め
、
又
は
効
果
的
な
行
使
を
確
保
す
る
よ
う
に
取
り
計
ら
う
こ
と
を
求
め
る
申
請
は
、
締

約
国
の
中
央
当
局
に
対
し
て
、
子
の
返
還
を
求
め
る
申
請
と
同
様
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

中
央
当
局
は
、
接
触
の
権
利
が
平
穏
に
享
受
さ
れ
る
こ
と
及
び
接
触
の
権
利
の
行
使
に
当
た
り
従
う
べ
き
条
件
が
満
た
さ
れ

る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
、
第
七
条
に
定
め
る
協
力
の
義
務
を
負
う
。
中
央
当
局
は
、
接
触
の
権
利
の
行
使
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
障
害
を
可
能
な
限
り
除
去
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。

中
央
当
局
は
、
接
触
の
権
利
に
つ
い
て
内
容
を
定
め
、
又
は
保
護
す
る
た
め
及
び
接
触
の
権
利
の
行
使
に
当
た
り
従
う
べ
き
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条
件
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
直
接
に
又
は
仲
介
者
を
通
じ
て
、
手
続
を
開
始
し
、
又
は
そ
の
開
始
に
つ
い
て

援
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章

一
般
規
定

第
二
十
二
条

い
か
な
る
保
証
、
担
保
及
び
供
託
（
そ
の
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
。
）
も
、
こ
の
条
約
の
適
用
を
受
け
る
司
法
上
又
は

行
政
上
の
手
続
に
要
す
る
費
用
の
支
払
を
保
証
す
る
た
め
に
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条

認
証
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
手
続
は
、
こ
の
条
約
と
の
関
係
に
お
い
て
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
四
条

要
請
を
受
け
る
国
の
中
央
当
局
に
送
付
さ
れ
る
申
請
、
連
絡
そ
の
他
の
文
書
は
、
原
語
に
よ
る
も
の
と
し
、
当
該
国
の
公
用

語
又
は
こ
れ
が
実
現
不
可
能
な
場
合
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
若
し
く
は
英
語
に
よ
る
翻
訳
を
添
付
す
る
。

た
だ
し
、
締
約
国
は
、
第
四
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
留
保
を
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
国
の
中
央
当
局
に
送
付
さ
れ
る
申

請
、
連
絡
そ
の
他
の
文
書
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
又
は
英
語
の
い
ず
れ
か
一
方
の
使
用
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
十
五
条

締
約
国
の
国
民
及
び
締
約
国
に
常
居
所
を
有
す
る
者
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
に
関
係
の
あ
る
事
項
に
関
し
、
他
の
締
約
国
に

お
い
て
、
当
該
他
の
締
約
国
の
国
民
及
び
当
該
他
の
締
約
国
に
常
居
所
を
有
す
る
者
と
同
一
の
条
件
で
法
律
に
関
す
る
援
助
及

び
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
六
条

各
中
央
当
局
は
、
こ
の
条
約
を
適
用
す
る
に
当
た
り
要
す
る
自
己
の
費
用
を
負
担
す
る
。

中
央
当
局
そ
の
他
締
約
国
の
公
の
当
局
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
申
請
に
係
る
い
か
な
る
手
数
料
も
徴
収
し
て

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
当
局
は
、
特
に
、
手
続
の
費
用
及
び
弁
護
士
そ
の
他
法
律
に
関
す
る
助
言
者
が
参
加
し
た
場
合
に
は

そ
の
参
加
に
よ
り
生
ず
る
費
用
の
支
払
を
申
請
者
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
当
局
は
、
子
の
返
還

の
実
施
の
た
め
に
要
し
た
費
用
又
は
将
来
要
す
る
費
用
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
国
は
、
第
四
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
留
保
を
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
項
に
規
定
す

る
費
用
で
あ
っ
て
弁
護
士
そ
の
他
法
律
に
関
す
る
助
言
者
の
参
加
又
は
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
に
よ
り
生
ず
る
も
の
を
自
国
の

法
律
に
関
す
る
援
助
及
び
助
言
に
係
る
制
度
に
よ
っ
て
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
く
ほ
か
負
担
す
る
義
務
を
負
わ
な

 

一
三

 
 



い
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
子
の
返
還
を
命
じ
、
又
は
接
触
の
権
利
に
関
す
る
命
令
を
発
す
る
際

に
、
適
当
な
場
合
に
は
、
子
を
連
れ
去
り
、
若
し
く
は
留
置
し
た
者
又
は
接
触
の
権
利
の
行
使
を
妨
げ
た
者
に
対
し
、
申
請
者

に
よ
り
又
は
申
請
者
の
た
め
に
支
払
わ
れ
た
必
要
な
費
用
（
旅
費
、
子
の
所
在
を
特
定
す
る
た
め
に
要
し
た
費
用
又
は
支
払
、

申
請
者
の
法
律
上
の
代
理
人
に
係
る
費
用
及
び
子
の
返
還
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
を
支
払
う
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
二
十
七
条

申
請
が
こ
の
条
約
に
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
又
は
申
請
に
十
分
な
根
拠
が
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
場
合
に

は
、
中
央
当
局
は
、
当
該
申
請
を
受
理
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
中
央
当
局
は
、
そ
の
理
由
を
申
請
者

又
は
当
該
申
請
を
移
送
し
た
中
央
当
局
に
対
し
て
直
ち
に
通
知
す
る
。

第
二
十
八
条

中
央
当
局
は
、
申
請
者
の
た
め
に
行
動
す
る
権
限
又
は
申
請
者
の
た
め
に
行
動
す
る
代
理
人
を
指
名
す
る
権
限
を
当
該
中
央

当
局
に
委
任
す
る
書
面
を
申
請
に
添
付
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
十
九
条

こ
の
条
約
は
、
第
三
条
又
は
第
二
十
一
条
の
規
定
の
意
味
に
お
け
る
監
護
の
権
利
又
は
接
触
の
権
利
の
侵
害
が
あ
っ
た
と
主

張
す
る
個
人
、
施
設
又
は
他
の
機
関
が
、
締
約
国
の
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
に
直
接
に
申
請
（
こ
の
条
約
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
。
）
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
十
条

こ
の
条
約
に
従
い
締
約
国
の
中
央
当
局
に
対
し
て
又
は
直
接
司
法
当
局
若
し
く
は
行
政
当
局
に
対
し
て
行
わ
れ
た
全
て
の
申

請
は
、
こ
れ
に
添
付
さ
れ
、
又
は
い
ず
れ
か
の
中
央
当
局
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
文
書
そ
の
他
の
情
報
と
共
に
、
締
約
国
の
裁

判
所
又
は
行
政
当
局
に
お
い
て
受
理
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
一
条

子
の
監
護
に
関
し
て
領
域
内
の
異
な
る
地
域
に
適
用
さ
れ
る
二
以
上
の
法
制
を
有
す
る
国
に
関
し
、

ａ

当
該
国
に
お
け
る
「
常
居
所
」
と
い
う
と
き
は
、
当
該
国
の
領
域
内
の
い
ず
れ
か
の
地
域
に
お
け
る
常
居
所
を
い
う
も

の
と
す
る
。

ｂ

「
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
の
法
令
」
と
い
う
と
き
は
、
当
該
国
の
領
域
内
の
地
域
で
あ
っ
て
子
が
常
居
所
を
有
し
て
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第
三
十
五
条

こ
の
条
約
は
、
締
約
国
間
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
が
当
該
締
約
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
に
行
わ
れ
た
不
法
な
連
れ
去

り
又
は
留
置
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

第
三
十
九
条
又
は
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
宣
言
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
「
締
約
国
」
と
は
、
こ
の

条
約
が
適
用
さ
れ
る
領
域
内
の
地
域
を
い
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
二
以
上
の
締
約
国
が
、
子
の
返
還
に
関
し
て
受
け
る
制
約
を
限
定
す
る
た
め
、
こ
の
条
約

の
規
定
で
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
制
約
を
伴
い
得
る
も
の
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
を
こ
れ
ら
の
締
約
国
の
間
に
お
い
て
合
意
す

る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
六
章

最
終
条
項

第
三
十
七
条

こ
の
条
約
は
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
の
第
十
四
回
会
期
の
時
に
同
会
議
の
構
成
国
で
あ
っ
た
国
に
よ
る
署
名
の
た
め
に
開

放
し
て
お
く
。
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こ
の
条
約
は
、
批
准
さ
れ
、
受
諾
さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
批
准
書
、
受
諾
書
又
は
承
認
書
は
、
オ
ラ

ン
ダ
王
国
外
務
省
に
寄
託
す
る
。

第
三
十
八
条

そ
の
他
の
国
は
、
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
入
書
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
寄
託
す
る
。

こ
の
条
約
は
、
こ
れ
に
加
入
す
る
国
に
つ
い
て
は
、
加
入
書
の
寄
託
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

加
入
は
、
加
入
国
と
そ
の
加
入
を
受
け
入
れ
る
旨
を
宣
言
し
た
締
約
国
と
の
間
に
お
い
て
の
み
効
力
を
有
す
る
。
い
ず
れ
か

の
国
の
加
入
の
後
こ
の
条
約
を
批
准
し
、
受
諾
し
、
又
は
承
認
す
る
構
成
国
は
、
そ
の
旨
の
宣
言
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
ら
の
宣
言
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
寄
託
す
る
も
の
と
し
、
同
省
は
、
そ
の
認
証
謄
本
を
外
交
上
の
経
路
を
通

じ
て
各
締
約
国
に
送
付
す
る
。

こ
の
条
約
は
、
加
入
国
と
そ
の
加
入
を
受
け
入
れ
る
旨
を
宣
言
し
た
国
と
の
間
に
お
い
て
は
、
受
け
入
れ
る
旨
の
宣
言
の
寄

託
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

第
三
十
九
条
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い
ず
れ
の
国
も
、
署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
の
際
に
、
自
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
領
域
の
全

部
又
は
一
部
に
つ
い
て
こ
の
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
宣
言
は
、
こ
の
条
約
が
当
該
国
に
つ

い
て
効
力
を
生
ず
る
時
に
効
力
を
生
ず
る
。

こ
の
宣
言
及
び
そ
の
後
の
適
用
領
域
の
拡
大
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
通
告
す
る
。

第
四
十
条

こ
の
条
約
が
対
象
と
す
る
事
項
に
関
し
て
異
な
る
法
制
が
適
用
さ
れ
る
二
以
上
の
地
域
を
そ
の
領
域
内
に
有
す
る
締
約
国

は
、
署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
の
際
に
、
こ
の
条
約
を
自
国
の
領
域
内
の
全
て
の
地
域
に
適
用
す
る
か
又
は
一
若

し
く
は
二
以
上
の
地
域
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
か
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
別
の
宣
言
を
行
う
こ
と
に
よ
り

そ
の
後
い
つ
で
も
こ
の
宣
言
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
宣
言
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
通
告
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
領
域
内
の
地
域
を
明
示
す

る
。

第
四
十
一
条

締
約
国
が
自
国
内
に
お
い
て
行
政
上
、
司
法
上
及
び
立
法
上
の
権
限
が
中
央
の
当
局
と
そ
の
他
の
当
局
と
に
配
分
さ
れ
た
統
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治
体
制
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
が
こ
の
条
約
に
署
名
し
、
こ
れ
を
批
准
し
、
受
諾
し
、
若
し
く
は
承
認
し
、
若
し

く
は
こ
れ
に
加
入
し
、
又
は
前
条
の
規
定
に
基
づ
き
宣
言
を
行
う
こ
と
は
、
当
該
締
約
国
内
に
お
け
る
権
限
の
配
分
に
何
ら
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
四
十
二
条

い
ず
れ
の
国
も
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
若
し
く
は
加
入
の
時
ま
で
に
又
は
第
三
十
九
条
若
し
く
は
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ

く
宣
言
を
行
う
時
に
、
第
二
十
四
条
又
は
第
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
留
保
の
一
方
又
は
双
方
を
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
他
の
い
か
な
る
留
保
も
、
認
め
ら
れ
な
い
。

い
ず
れ
の
国
も
、
い
つ
で
も
、
自
国
が
付
し
た
留
保
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
撤
回
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
通

告
す
る
。

留
保
は
、
前
項
の
通
告
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
失
う
。

第
四
十
三
条

こ
の
条
約
は
、
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
う
ち
三
番
目
に
寄

託
さ
れ
る
も
の
の
寄
託
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
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そ
の
後
は
、
こ
の
条
約
は
、
次
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

１

そ
の
後
に
こ
の
条
約
を
批
准
し
、
受
諾
し
、
若
し
く
は
承
認
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
批
准

書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日

２

第
三
十
九
条
又
は
第
四
十
条
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
領
域
又
は
領
域
内
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
る
通
告
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日

第
四
十
四
条

こ
の
条
約
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
従
っ
て
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
五
年
間
効
力
を
有
す
る
。
そ
の
日
以
後
に
こ
の
条
約

を
批
准
し
、
受
諾
し
、
若
し
く
は
承
認
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る
国
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

こ
の
条
約
は
、
廃
棄
さ
れ
な
い
限
り
、
五
年
ご
と
に
黙
示
的
に
更
新
さ
れ
る
。

廃
棄
は
、
当
該
五
年
の
期
間
が
満
了
す
る
少
な
く
と
も
六
箇
月
前
に
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
通
告
す
る
。
廃
棄
は
、
こ
の

条
約
が
適
用
さ
れ
る
領
域
又
は
領
域
内
の
地
域
の
う
ち
特
定
の
も
の
に
限
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

廃
棄
は
、
こ
れ
を
通
告
し
た
国
に
つ
い
て
の
み
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
約

は
、
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。
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第
四
十
五
条

オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
は
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
の
構
成
国
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
従
っ
て
加
入
し
た
国
に
対
し
、

次
の
事
項
を
通
報
す
る
。

１

第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
署
名
、
批
准
、
受
諾
及
び
承
認

２

第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
加
入

３

第
四
十
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
日

４

第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
適
用
宣
言

５

第
三
十
八
条
及
び
第
四
十
条
に
規
定
す
る
宣
言

６

第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
留
保
並
び
に
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
留
保
の
撤
回

７

前
条
に
規
定
す
る
廃
棄

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
条
約
に
署
名
し
た
。
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千
九
百
八
十
年
十
月
二
十
五
日
に
ハ
ー
グ
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
り
本
書
一
通
を
作
成
し

た
。
本
書
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
政
府
に
寄
託
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
認
証
謄
本
は
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
ハ
ー
グ
国
際
私

法
会
議
の
第
十
四
回
会
期
の
時
の
各
構
成
国
に
送
付
す
る
。

（
署
名
欄
は
省
略
）
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